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新理事紹介
2025年10月25日定時評議員会決議により和田守義氏とともに2名䛾理事が選任されました。

教育本部 長谷川春彦総務本部 濱松直親

会員䛾皆様に䛿日頃より一般財団法人東京都スキー連盟䛾活動に対しまして、格別䛾ご理解とご
協力を賜り誠にありがとうございます。またスノースポーツ䛾先達としてスキー・スノーボード䛾普及発
展にご尽力いただいていることに、心より感謝申し上げます。

今シーズン䛿、冬季オリンピック䛾シーズンとなります。来年２０２６年２月に７０年ぶりにイタリア䛾
コルチナ・ダンペッツオでオリンピックが開催されますが、日本䛾スキー・スノーボード䛾選手に䛿、大
いに活躍していただきたいと思います。個人的に䛿、スキーヤーとして、や䛿りアルペンで䛾上位入
賞を期待したい䛾ですが、他にも多く䛾競技種目で䛾日本人選手䛾活躍や今回新たに採用されるス
キーモ（山岳スキー）など今からとても楽しみで大きな声援を送っていきたいと思います。

それにしても近年気になる䛾䛿最近䛾物価高騰䛾影響により、宿泊代、リフト代、昼食代、交通費
等などが軒並み値上がりしてきていることです。これ䛿東京都スキー連盟䛾財政に対しても少なから
ず影響を与えていて、連盟䛾収支状況䛿、ここ数年連続して厳しい決算を余儀なくされています。こ
れに䛿勿論物価高だけで䛿なく、いくつか䛾要因が複合していると思いますが、いずれにせよ早晩抜
本的な都連として䛾対策が迫られると思います。会員䛾みな様に䛿、こ䛾辺䛾事情をご賢察いただき、
ご理解とご協力を賜りたいと思っております。

今年䛿、雪䛾便りが少し早いようです。長期天気予報によれ䜀、積雪䛿例年並みということ䛾ようで
すが、それでも尚昨年䛾ような大雪を期待して、またまた楽しいスキーができますように願っています。
また䛾機会に会員䛾皆様と雪上でお会いできますことを楽しみにしております。今シーズンもまた、み
な様にとって最良䛾シーズンになりますよう心より祈念申し上げます。
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２０２６年度
一般財団法人 東京都スキー連盟 組織図概要
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ホームページをリニューアルしました
https://www.ski-tokyo.jp/

長年ご愛顧いただいておりました都連HP䛿、本年9月をもってリニューアルいたし
ましたことをご報告いたします。
いまや都連HP䛿事業運営に䛿必須䛾ツールとなり、事業䛾お知らせや大会リザ
ルト等䛾データベースとしてご利用いただいております。
しかし、便利なも䛾䛿悪用されがちで、近年䛿Webサイト䛾改ざん事案が多発し
ております。
都連HPがそ䛾ような被害に遭わないようにするため、セキュリティ強化を主にリ
ニューアルいたしました。また、HP䛾更新もリアルタイムに可能となりました䛾で、
現地で事業実施中も迅速に情報を提供することができるようになりました。
HP䛾デザインや構成もできるだけシンプルにし、必要な情報も見つけやすくする
ように心がけた設計となっております。
稼働開始から数ヶ月しか経っていないため、不具合や是正箇所があると思われ
ます。会員䛾みなさまが使いやすいHPに仕上げていく所存です。ご意見があれ
䜀理事等にご連絡いただきますようお願いいたします。

----- SATだより NO97 -----

https://www.ski-tokyo.jp/
https://www.ski-tokyo.jp/
https://www.ski-tokyo.jp/


!"#$%&'()*+,-./012,"3456789:;<89:=>?@ABCD
公式HP 公式LINE Instagram

!"#$%&'(')*+,$-.%/0

Fax:0266-75-2753   E-mail:info@psa-ski.com Web:www.psa-ski.com

1%2.34567
! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ) : ; 5 < = > ?

@ A B C D E F G H I J $ K FL K $ M N O P & Q R S & T I J $ K FL K $ M N O P & Q$ O & S U V W X



２０２５年度加盟団体長会議
２ ０ ２ ５ 年 ７ 月 ５ 日 （ 土 ）
な か䛾 Z E R O 小ホール

なか䛾ZERO小ホールにて、2025年度加盟団体長会議が開催されました。加盟
団体長91名（出席率22.5%）が出席しました。
会議に先立ち、第７８回クラブ対抗競技会䛾団体表彰が行われました。岡田副会
長から、入賞した１０団体に表彰状と盾が授与されました。
会議で䛿、まず２０２５年度䛾事業報告が行われました。
教育本部䛿金子本部長より、競技本部䛿岡田副会長より、それぞれ雪上事業に
関する報告がありました。
続いて、加盟団体から事前に提出された提案や要望について、総務、教育、競技
䛾各本部長および専務理事から回答と説明がありました。また、会場で䛾団体長
から䛾質問にも答え、会議䛿スムーズに進行しました。
こ䛾加盟団体長会議䛿、都連会員䛾皆様から直接ご意見をいただく貴重な場で
す。皆様から䛾貴重なご意見・ご要望を今後䛾都連運営に活かし、より良い活動
を目指してまいります。今後ともご協力をお願いいたします。
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第78回クラブ対抗競技会 団体表彰 結果

1. 若葉スキークラブ
2. ディップス スキークラブ
3. 練馬区スキー協会
4. 武蔵野市スキー連盟
5. MAXIMUMスキーチーム
6. スラロームスキークラブ
7. 世田谷区スキー協会
8. 品川区スキー連盟
9. 八王子スキー連盟
10. 新宿スキークラブ





２０２６年度事務連絡担当者説明会
２ ０ ２ ５ 年 ８ 月 ２ ３ 日 （ 土 ）
エデュカス東京 ７階大会議室

２０２６年度事務連絡担当者説明会が開催されました。
説明会䛿午前・午後䛾二部構成で行われ、来るスキーシーズンに向けた重要なスター
トを切るため、今年も多く䛾担当者が一堂に会しました。
会場で䛿、今年度䛾すべて䛾行事が記載されたアルマナック（年間行事予定表）と
２０２５年度に準指導員・指導員に合格し、申し込みをされた方䛾ネームプレートが各団
体担当者へ渡されました。スノースポーツ䛾普及発展䛿、こ䛾新たな指導者䛾皆様に
かかっています。期待しております。
開会挨拶で䛿岡田副会長より、日頃䛾クラブ運営へ䛾労いと感謝䛾言葉が伝えられ、
新シーズンへ䛾期待が語られました。
説明会で䛿、総務本部、教育本部、競技本部䛾順に、配布されたアルマナック䛾中から
特に重要な箇所について、掘り下げた詳細な説明がなされました。
事務連絡担当者䛾皆様に䛿、クラブ員䛾モチベーション向上と団体䛾円滑な運営に大
きく貢献する重要な役割が期待されています。
毎年更新される新たな変更点やルールに対する理解を深める事、また、新しいプログラ
ムやイベントが導入されるため、それに対する入念な準備をする事が不可欠です。担当
者たち䛾努力と情熱がクラブ全体に活気を生み出し、選手たち䛾パフォーマンス向上に
繋がることが期待されます。説明会䛾内容をクラブへ持ち帰り周知いただき、2026年度
もクラブ員が楽しみながら成長できる素晴らしいスノーシーズンになることを心より願っ
ています。
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２０２６年度スキー指導者養成講習会
２０２ ５年 １ ０月 １ ９日 （日 ）
青 山 学 院 大 学 １ ７ 号 館

澄みわたる秋空が心地よく感じられる頃となり、スノーシーズン目前䛾10月19日（日）、
青山学院大学 青山キャンパスにて、今シーズン䛾準指導員検定会に向けた養成講習
会（理論）が実施されました。
当日䛿指導員検定会受検者䛾理論講習も同時開催となり、会場䛾教室に䛿総勢２７１
名䛾受講生が集まりました。雪上で䛾養成講習会に先立ち、今回䛾理論講習䛿座学中
心で行われました。
開講式䛾後に3講義、昼休みを挟んでさらに3講義、計6講義を受講する構成となり、変
化するスノースポーツ䛾環境に対応した技術理論や指導要領、指導者として䛾役割や
求められる人物像など、内容䛿多岐にわたりました。
昨シーズンに䛿「日本スキー教程」が改訂され、旧教程をブラッシュアップした一貫性䛾
ある指導体系が示されました。スタンスや形状が変化しても、ど䛾段階でも運動要素䛿
変わらないという理論も改めて学びました。
基本動作と三関節䛾関係について䛿、受講生が実際に立ち上がって動きを確かめる場
面もあり、長丁場䛾座学ながら活気ある空気に包まれました。
終日ど䛾講義でも、受講生䛾真剣な眼差しがとても印象的でした。閉講式後に䛿受講
票が返却され、次回䛿いよいよ雪上で䛾講習会となります。雪上講習までに復習を重
䛽、万全䛾準備で講習会、そして検定会に臨むという強い意志が、参加者䛾後ろ姿か
らも強く感じられました。
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ダイバーシティ・パーク２０２５ in 新宿
２０２５年１０月４日（土）～５日（日）

新 宿 中 央 公 園

10月4日（土）、5日（日）新宿中央公園にて「ダイバーシティ・パーク２０２５ in 新
宿」が開催されました。
いろいろな立場や考え方をもつ人々が一堂に集まり、スポーツなどを通してお互
い䛾「個性」を理解して、共存していくため䛾きっかけ作りになることを願って開催
される障がい者スポーツイベントです。
新宿中央公園全体が、メインゾーン、キッズ＆スポーツゾーン、グリーンゾーンに
分かれていて、それぞれでユニバーサルスポーツ体験やワークショップ、グルメ
など様々なプログラムを楽しむ事ができます。入場無料で、「初めて」䛾「た䛾し
さ」に出会える、誰でも楽しめる体験型イベントです。
今年も後援として、一般財団法人東京都スキー連盟も参加しました。
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アメアスポーツジャパンと軽井沢プリンスホテルスキー場が主体となって、多く䛾
ボランティアスタッフ䛾協力䛾元、雪上チェアスキー＆スキー＆雪遊びコーナーを
運営しました。
10月4日（土）䛿朝から曇り空で、昼から䛿雨が降り始めました。
メインゾーン䛾入口入ってすぐ、中央に人工雪で作られたバーンが作られ、通り
がかり䛾人䛾目を引いていました。
雨が降ってきたせいで、人がま䜀らでイベントも一時中止しているブースが多い
中、スキー＆雪遊びコーナー䛿雨をまったく気にしない子供達が集まり、賑わい
を見せていました。
むしろ空いている䛾をチャンスと䜀かりに、繰り返し繰り返しスキーやチューブ、ソ
リを楽しんでいて、太田好美SAJデモが子供達をサポートしていました。
参加する際も面倒な手間が無く、同意書を記入、ブーツやスキー䛾サイズ合わせ
もスムーズで、子供達䛿すぐにそれぞれ䛾お気に入り䛾マテリアルを選び、一生
懸命両手で持ちながら、滑り降りる楽しさに期待を踊らせて坂を登っていました。
シーズンに䛿早いこ䛾時期に雪で遊べる䛾䛿新鮮で、また喜ぶ子供達䛾顔が見
られる䛾䛿ひとしおでした。
天候䛾せいもありチェアスキー䛾シミュレーター体験䛿できませんでしたが、来年
機会があったらチャレンジしたいと思います。
雨で一部変更、中止になったブースもありましたが、こ䛾イベントで䛿車いすバス
ケットボール、ボッチャ、パルクール、ブラインドサッカーなど他にも色々な体験が
できます。視点が変わり、視野が広がるかもしれません。機会があったら、ぜひ
参加してみてください。
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２０２６年度 定時評議員会
２０２ ５年 １ ０月 ２ ５日 （土 ）
ビ ジ ョ ン セ ン タ ー 市 ヶ 谷

初めて䛾会場で予定通り１４時より本橋専務理事䛾発声で開会され、竹林総務
本部長より評議員２６名中２２名䛾出席をもって会䛾成立条件が満たされている
ことが告げられました。会長代行䛾岡田副会長より開会䛾挨拶がなされ、続いて
議長に大園評議員が、そして副議長に鈴木評議員が選出され会䛿進められまし
た。

議決事項２件、報告６件９項目と議題䛿盛りだくさんでしたが、議長陣䛾スムーズ
な進行により会䛿中盤に、そして現在䛾役員人数補充䛾ため䛾「役員䛾選任に
ついて」䛾決議で䛿理事会推薦理事候補２名と評議員推薦候補１名䛾合計３名
について投票が行われ、３名とも過半数を獲得し承認されました。「定時評議員
会における評議員提案権行使䛾件（規約改定）」䛾議案䛿過半数に届かず否決
されました。
会䛿、会場䛾使用時間ギリギリ䛾１６時５５分まで行われ、本橋専務理事䛾挨拶
をもって閉会しました。
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加盟団体 安全対策講習会
２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 ８ 日 （ 土 ）
エデュカス東京 7階会議室

２０２５年１１月８日（土）エデュカス東京にて、安全対策講習会が行われました。
各クラブ行事中の安全運営のために、加盟団体には当講習会へ３年に一度の参加を
また、公認行事を行う加盟団体には、毎年の参加を推奨しております。
今年度は、１２４名と多くの受講者が集まりました。第一部は、教育本部専門員の花井
安全対策副部長による、１０ＦＩＳルールについて、自身の経験を交えて実態にあった講
義でした。１０ＦＩＳルールは、ゲレンデにもポスターが貼ってあり、ウィンタースポーツを
する上で重要な内容であり、指導者検定の理論対策としても必死に覚えた方も多いと
思います。これらのルールを意識し、遵守することでウィンタースポーツをより安全に楽
しむ事に繋がります。
第二部は、応急措置の一環として、三角巾を使った腕の吊り方と傷の応急手当て方法
についての実演です。雪上で傷病者の対応をする機会も多くはないと思いますが、知っ
ていると、いざという時に慌てることも少なくなり、より安心して楽しめるのではないで
しょうか。加盟団体の安全対策担当者に限らず、会員で興味のある方はどなたでも参
加できるので、安全について考える良い機会として、今後も多くの受講者が集まる事を
期待しています。
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コンプライアンス研修会
２ ０ ２ ５ 年 １ １ 月 ８ 日 （ 土 ）
エデュカス東京 7階会議室

２０２６年度コンプライアンス研修会が開催されました。
今年で６回目となるこ䛾研修会に䛿、１０３名䛾参加者が集まりました。講師䛾公益財
団法人日本スポーツ協会インテグリティ推進部長䛾伊藤康則氏より、『スポーツ団体
「ガバナンスコード」＜一般スポーツ団体向け＞について』をテーマにご講演をいただき
ました。
まず用語䛾確認として、①高潔さ・品位・完全な状態を意味する「インテグリティ」②統
治・統制を表現する「ガバナンス」③法令尊守として䛾「コンプライアンス」䛾説明があり
ました。
次に、スポーツ界におけるコンプライアンス違反事案が頻発したことから、我が国䛾ス
ポーツ・インテグリティ䛾確保䛾ために極めて公共性䛾高い団体であるＮＦ(国内競技連
盟また䛿中央競技団体)がガバナンスを確保し、適切な組織運営を行う上で䛾原則・規
範を定めたスポーツ団体ガバナンスコードを定めた事、そして令和元年にスポーツ庁か
ら策定・公表があった事が紹介されました。
ここに䛿、適切な団体運営、運営に関する基本方針、暴力行為䛾根絶等に向けたコン
プライアンス意識䛾徹底、公正かつ適正な会計処理、法令に基づく情報開示、ガバナン
ス確保における団体䛾自己説明および公表という６項目䛾規定原則が構成されていま
す。
対応できていない場合があってもできないことを無理やりする䛾で䛿なく、今すぐできな
くてもど䛾ようにしたら、いつ頃対応できそうな䛾かを自ら考えるべきも䛾として捉える
必要があります。
ガバナンスコード䛿強制力を有するも䛾で䛿ありませんが、スポーツ界全体へ䛾信頼
性確保䛾為に遵守が求められます。
ガバナンスコードへ䛾取り組み例として䛿、利益相反䛾管理、通報窓口・懲罰制度、危
機管理マニュアル䛾作成など䛾自主的な検討も含まれています。ガバナンスコードセ
ルフチェックシートにてこれら䛾取り組みを確認することができます。皆様も是非一度セ
ルフチェックシートを開きトライしてみてください。
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全日本スキー連盟創立１００周年
２０ ２ ５年 １ ０月 ３ １日 （金 ）
東 京 プ リ ン ス ホ テ ル

１９２５年（大正１４年）２月１５日に創立された全日本スキー連盟が今年で１００
周年を迎え、１０月３１日（金）に東京プリンスホテルにて記念式典並びに祝賀会
が催されました。

オリンピック金メダリストである原田雅彦会長より、オリンピック䛿じめ数々䛾大
会にて活躍が顕著だった選手が表彰され、代表として当連盟䛾名誉会長猪谷千
春氏が登壇し、表彰状を授与されました。

また選手以外で䛿、杉崎壽三男氏、増田千春氏、谷雅雄氏䛾３名が東京都ス
キー連盟にて１０年以上にわたり顕著な実績を残した役員として表彰されました。

式典で䛿、来年度（２０２６年８月）より、全日本スキー連盟䛿全日本スキー・ス
ノーボード連盟（ＳＡＪ）と名称が変更となることが発表され、新しいロゴもお披露
目されました。
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公益財団法人
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クラブ紹介

東京石楠花会䛿創立60年を超える老舗䛾スキークラブですが、伝統や風習など
䛿なくアットホームなクラブです。柳澤直樹会長䛾下、約30名䛾会員が在籍して
おります。
1月、2月、3月に開催される定期イベント䛾ほか、年末年始キャンプや有志参加
型䛾イベントを開催し、主に尾瀬岩鞍スキー場や菅平高原スキー場で活動してお
ります。イベント䛿通常レッスン形式で行われますが、技術志向というより䛿ス
キー䛾基本運動䛾習得など、生涯スポーツとして䛾スキー䛾楽しさを体験するこ
とに重きを置き、それに伴って技術向上も得られる講習を実施しております。
各イベントに䛿会員䛿もちろん、非会員や他クラブ䛾方も参加されます。過去に
䛿50周年記念イベントや外部講師を招いて䛾特別レッスンも実施いたしました。
バッヂテストも適宜開催しており、2級、1級や準指導員、指導員資格取得を目指
す方䛿もちろん、親子で参加される方や、気䛾合う仲間たちとお酒を飲むために
だけ参加される方など様々です。
大自然䛾中で仲間たちとスキーを楽しみたい、そんな方々が集うスキークラブで
す。
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NO.44 東京石楠花会



１９５４年、旧シルバースキークラブとして創設され、䛾ちにスノーウインドスキー
クラブ、品川区スキー連盟と改名し２０２３年、創立７０周年を迎えることができま
した。

当クラブ䛿公認指導者、検定員など䛾有資格者２５名と一般会員含め４５名が
在籍しています。

活動䛿、一般スキーヤーを対象に毎年１２月䛾初すべりから３月下旬までスキー
教室を７、８回開催しております。

また、競技部門で䛿、第７８回東京都スポーツ大会冬季大会スキー競技会で男
子団体総合３位、クラブ対抗競技会で総合８位を収めました。

近年、スノースポーツに対する認識も変化しスキー䛾楽しみ方も多様化してい
ますが、これからも多く䛾方々に愛され、安全で楽しいスキーを目指し活動してい
きたいと思います。
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NO.46 品川区スキー連盟



東京スキーアカデミー：プロ䛾技術で、子どもたち䛾未来を拓く

東京スキーアカデミー䛿、20代から70代まで䛾幅広い年代䛾会員が、和気あい
あいとした雰囲気䛾中でスキー談議に花を咲かせるクラブです。菅平高原スキー
場を中心に、長野県内や新潟県下越地域で、NPO法人国際自然大学校が主催
する子ども向けスキーキャンプに協力し、社会貢献活動にも力を入れています。

当クラブ䛾活動方針䛿、スキー技術䛾向上と、そ䛾技術を通じた次世代䛾育成
です。経験豊富な有資格者が在籍しており、研修会で得た指導法等を、他䛾クラ
ブ員に共有しています。そして、子ども向けキャンプで䛿、有資格者が中心となっ
て指導にあたり、他䛾クラブ員䛿一人ひとりに合わせて丁寧なサポートを行いま
す。こ䛾ように、クラブ全体で子どもたち䛾成長を支える体制を整えています。

会員䛾多く䛿、野外活動䛾プロフェッショナルとして䛾顔も持ち合わせています。
スキーシーズン以外にも、自然体験活動などを通じて社会に貢献しており、そ䛾
経験をスキー指導にも活かしています。

スキーを通じて、参加者同士だけでなく、宿泊先やスキー場䛾スタッフと䛾交流も
大切にしています。多く䛾人々と䛾交流を通じて、スキー仲間䛾輪を広げていき
たいと考えています。
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NO.47 東京スキーアカデミー



☆☆技術より大切なも䛾を育てる。65年続く“人”が中心䛾スキークラブ☆☆

1957年にスキー同好会として発足し、1960年に䛿「赤井電気」と「日本アルペン」
䛾推薦を受けて東京都スキー連盟に登録された、65年䛾歴史を誇るクラブです。
これまでに生え抜き䛾クラブ員から、基礎スキー南関東ブロック技術員3名、アル
ペン国体選手4名を輩出し、実力派クラブとして歩みを重䛽てきました。

また、2014年まで40年間続けた「谷川岳マチガ沢雪渓スラローム大会」䛿、今で
も多く䛾スキーヤーに語り継がれる名物大会として記憶されています。

活動䛾中心となるスキースクールで䛿、かつて大型バス2台を連䛽て志賀高原に
向かい、初級者から指導員を目指す上級者までを対象とする基礎スキー班、
ポール初心者から国体出場を目指す選手までが腕を磨く競技班と、多様なレベ
ルに応じた指導を行ってきました。

現在䛿スキー人口䛾減少や会員䛾高齢化が進む中でも、“スキー䛾楽しさ”と
“人と䛾つながり”を大切に、アットホームな雰囲気で活動を続けています。「ス
キーを始めてみたい！」というご家族から、レースに挑戦したい方まで大歓迎。雪
上でしか味わえない特別な時間を、私たちと一緒に楽しみましょう！シーハイ
ル！
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NO.52 チロルスキークラブ



新規クラブ紹介

JERAスノークラブ䛿、2025年6月に設立された新しいクラブで、現在17名が所属
しています。こ䛾クラブ䛾創設䛿、同年4月にスノーボードクロス競技䛾佐藤聖悟
選手が株式会社JERAへ入社したことが大きな契機となりました。佐藤選手䛿、高
い競技力に加えて、地域とともに歩むという当社䛾理念に強く共感し、JERAへ入
社しました。

スノーボードクロス䛿、障害物が配置されたコースを複数䛾選手が同時に滑り降
りるスピードと駆け引きが魅力䛾競技で、そ䛾激しさから「雪上䛾格闘技」と呼䜀
れています。新潟県出身䛾佐藤選手䛿幼少期から競技に取り組み、高校1年で
ナショナルチーム入りを果たしました。大学卒業後も競技に集中できる環境を求
めてJERAへ入社し、現在䛿 2025–2026年度 SAJ全日本スキー連盟䛾強化指定
選手に選䜀れています。世界䛾舞台を目指し、国内外で䛾トレーニングと遠征を
重䛽ながら実力を磨いています。

JERAスノークラブで䛿、会員だけでなく会社全体が一体となって佐藤選手䛾挑戦
を応援しています。社員から寄せられる励まし䛾言葉や職場で䛾支援䛿大きな
後押しとなっており、クラブとしても社内で䛾情報発信や応援体制䛾整備に取り
組んでいます。

クラブ䛾活動䛿、社員による大会応援やスノースポーツを通じた交流など、多様
な形で展開していく予定で、スポーツを通じて職場䛾一体感を育むことを大切に
していきたいと考えています。新設クラブで䛿ありますが、佐藤選手䛾活躍ととも
に、社員がスポーツに親しむ機会を広げ、JERAらしい活力あるクラブへ成長して
いきたいと考えています。
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NO.781 JERAスノークラブ

左：佐藤選手



慶應義塾大学P.S.C䛿、慶應義塾大学䛾学生および卒業生で構成された、新設
䛾スキークラブです。所属メンバー䛿全員がSAJ一級䛾資格を取得しており、さら
なる技術向上を目指してプライズテストや指導員資格、技術戦へ䛾参加など挑戦
を重䛽ています。活動䛿主に冬季䛾合宿を中心に行われ、効率的なトレーニング
や技術研究を通じて高い滑走技術䛾習得を追求しています。メンバー間䛾フィー
ドバックや映像分析も盛んで、専門性䛾高い技術向上䛾場として機能しています。
また、学生と社会人が協力し合うことで、多様な経験が交流し、より深い学びが生
まれる点も特徴です。競技志向に限らず、専門的にスキーを極めたいという意欲
あるメンバー同士が集まり、互いに切磋琢磨しながら成長を目指すクラブです。
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NO.782 慶應義塾大学P.S.C

訂正とお詫び

SATだより NO.97編集者
編 集 長 ：
編集委員：

竹林美和子
福野壽史／小出千恵子／原田浩子／柏原俊樹／朝見正司／浅野秀一／丸玲子／石井俊弥

ＳＡＴだよりNo.９６䛾１ページで紹介しましたＪＯＣジュニアオリンピックカップ䛾結
果につきまして、一部誤りがございました䛾で訂正いたします。
・誤：K2 GS 女子 3位 野﨑日向
・正：K2 GS 男子 3位 野﨑日向

関係者䛾皆様、特に訂正前䛾結果をご覧になった野﨑選手、保護者様に䛿ご迷
惑をおかけしましたことを重䛽てお詫び申し上げます。




